






























































































































































































































 さとるべき道も心のうちなればよそに し はいかがまよはん
　
＊






























































































































































 次の歌も含めて九条兼実の「五智詠」とな 。 「五智」は密教行者が修行することで得られる智体（①
　
六二〇







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ともこの表記であるが、 「謁」 を 「掲」 の誤写と見るならば、『大日経疏』 巻一に見える 「怛
ただぎやた

































































































































































































































































































































































































































































































































































 上覚 （行慈） は高弁の叔父 （③
　
二七八、 四八三頁の 「慶政」
「上覚」 の項を参照） で、 仁和御流を高弁に伝えている （②の「密教系譜」一三三頁
　
Ｃ―三一を参照） 。
八五二　　
 前中納言定嗣経文歌すすめ侍りけるに、金光明経懴悔品をよみてつかはしける

僧正実瑜（東寺長者）
　
 夢のうちにてらす光のなかりせばうき世のやみのいつかはるべき
　
＊
 作者については①の「実瑜」の項（一〇〇六 ）を参照。
八七二　　
題しらず

前大僧正杲守（石山寺座主）
　
 さとりえぬ心のやみのうつつこそ夢にまされるまよひなりけれ
　
＊
 作者については①の「杲守」の項（五一〇頁）を参照。
新葉
　
六一六
　　
 後村上院第三年の御仏事の次によみおかせ給ける短冊をつがれうらに宸筆にて 経かかせ給たりける供養の導師つかうまつるとておもひつづけける

前大僧正頼意
　
かきおきし昔の春のことの葉に御のりの花をけふはそへつつ
　
＊
 ②の「寺院・歴代一覧」一四〇頁から、作者が一三一代東寺長者であると知られる。
六二〇
前大僧正頼意
　
つたへこし法の灯か げてやあきらけき世を猶いのらまし
　
＊前歌を参照。
